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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

 

回次
第55期

第２四半期連結
累計期間

第55期
第２四半期連結
会計期間

第54期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　９月30日

自　平成20年
　　７月１日
至　平成20年
　　９月30日

自　平成19年
　　４月１日
至　平成20年
　　３月31日

売上高 (千円) 26,187,43513,647,52051,861,515

経常利益 (千円) 327,103 267,677 966,429

四半期(当期)純利益 (千円) 207,922 158,991 626,254

純資産額 (千円) ― 14,928,10714,856,342

総資産額 (千円) ― 26,007,33726,734,234

１株当たり純資産額 (円) ― 859.95 860.59

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 12.01 9.17 36.30

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 12.00 9.16 36.19

自己資本比率 (％) ― 57.4 55.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △464,422 ― 311,325

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 112,261 ― 206,267

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △150,695 ― △128,843

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 1,209,0311,707,187

従業員数 (名) ― 284 262

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　平成20年６月期から在外子会社EASTON ELECTRONICS(THAILAND)CO.,LTD.を連結の範囲に含めておりま

す。

 

EDINET提出書類

株式会社イーストンエレクトロニクス(E02785)

四半期報告書

 2/35



２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれてい

る事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

 

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名) 284

(注)　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出

向者を含む就業人員であります。

 

(2) 提出会社の状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名) 249

(注)　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。

 

EDINET提出書類

株式会社イーストンエレクトロニクス(E02785)

四半期報告書

 3/35



第２ 【事業の状況】

１ 【仕入、受注及び販売の状況】

(1) 仕入実績

当第２四半期連結会計期間における仕入実績を商品別に示すと、次のとおりであります。

 

品目

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

金額(千円)

集積回路 6,489,850

半導体素子 1,332,658

表示デバイス 3,966,784

その他 476,118

合計 12,265,413

(注)　金額は仕入価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

 

(2) 受注状況

当第２四半期連結会計期間における受注状況を商品別に示すと、次のとおりであります。

 

品目

受注高 受注残高

金額(千円) 金額(千円)

集積回路 6,677,008 2,465,528

半導体素子 1,200,371 623,845

表示デバイス 4,233,183 692,802

その他 440,926 276,056

合計 12,551,490 4,058,232

(注)　上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を商品別に示すと、次のとおりであります。
 

品目

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

金額(千円)

集積回路 7,208,067

半導体素子 1,473,755

表示デバイス 4,417,828

その他 547,869

合計 13,647,520

(注) １　主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は次のとおりです。
 

 
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

相手先 金額(千円) 割合(％)

㈱日立製作所 2,174,607 15.9

NIKON(THAILAND)CO.,LTD. 1,480,272 10.9

大分キヤノン㈱ 1,377,051 10.1

２　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、新たに締結した重要な契約は次のとおりであります。

(1) 販売等の契約
 

会社名 仕入先 契約年月日 主要取扱商品 契約内容

当社 マイクロンジャパン株式会社 平成20年７月１日モバイル用D-RAM 代理店契約

 

(2) 当社と株式会社ルネサスデバイス販売との合併

当社は平成20年10月24日開催の取締役会において、株式会社ルネサスデバイス販売との合併に関

する基本合意書を締結することを決議し、合併に関する基本合意書を締結いたしました。詳細は、

「第５　経理の状況　１　四半期連結財務諸表」の重要な後発事象を参照してください。

 

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 経営成績の分析

当第２四半期における我が国経済は、原油などエネルギー・原材料価格の高騰などにより個人消

費は減少傾向に転じ、資源高と輸出の減速から停滞し始めた企業活動により生産と設備投資は減少

となり、戦後最長の景気回復が途切れ、景気の後退局面に入ったと見られます。

世界経済は、米国のサブプライム問題を引き金にした世界の景気減速は一段と深刻さを増し、米

国発の金融危機による世界的な株価下落の発生等、米国経済の不振が世界経済の減速を一段と強め
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るおそれがある状況であります。
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半導体業界におきましては、世界の半導体市場はパソコン、携帯電話向けが好調で概ね堅調に推

移しましたが、米州市場では需要の勢いに若干の陰りが出てきております。また、半導体メモリーは

供給過剰による価格の下落基調は続いております。

このような状況において、当社グループは、自動車関連機器向け半導体、デジタル家電向け表示デ

バイス等の売上は順調に推移し、景気減速等を背景にした設備投資の抑制による産業機器向け半導

体の売上減少はありましたが、当第２四半期連結会計期間の売上高は136億47百万円となりました。

収益面では、営業利益は２億12百万円、経常利益は２億67百万円、四半期純利益は１億58百万円とな

りました。

 

(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の財政状態は、当第１四半期連結会計期間末(平成20年６月末)と比

較し以下のとおりとなりました。

当第１四半期連結会計期間末に対し、総資産は732百万円増加し26,007百万円となり、純資産は、

利益剰余金の増加により、122百万円増加の14,928百万円となりました。

これにより自己資本比率は57.4％となり、時価ベースの自己資本比率は17.2％となりました。

増減の主なものは、流動資産では受取手形及び売掛金が1,006百万円増加しており、商品は307百

万円減少しております。

負債は609百万円増加し、主なものは支払手形及び買掛金の増加799百万円であります。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、税金等調

整前四半期純利益が260百万円の計上となり、売上債権の増加等があったものの、仕入債務の増加及

びたな卸資産の減少等により、1,209百万円となりました。

 

当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおり

であります。

 

　(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は206百万円となりました。これは主に、仕入債務の増加及びたな卸

資産の減少によるものであります。

 

　(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は３百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得による

支出によるものであります。

 

　(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果得られた資金は４百万円となりました。これは主に、ストックオプションの行使

による収入によるものであります。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要

な変更及び新たに生じた課題はありません。

 

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 17,784,58017,784,580
ジャスダック
証券取引所

―

計 17,784,58017,784,580― ―

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年９月30日 ― 17,784,580 ― 3,433,100 ― 3,652,920
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(5) 【大株主の状況】

平成20年９月30日現
在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

福　島　慎　介 神奈川県川崎市宮前区 2,153 12.11

有限会社エターナル 神奈川県川崎市宮前区鷺沼１―16―８ 1,916 10.78

バンクオブニューヨークジー
シーエムクライアントアカウン
ツイーエルアールジー
(常任代理人　株式会社三菱東京
UFJ銀行)

CITYGROUP CENTRE, CANADA SQUARE,
CANARY WHARF LONDON E14 5LB, UNITED
KINGDOM
 
(東京都千代田区丸の内２―７―１)

1,703 9.58

横　山　淳　子 神奈川県横浜市港北区 874 4.91

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町１―１―５ 827 4.66

株式会社日立製作所 東京都千代田区丸の内１－６－６ 612 3.44

株式会社ルネサステクノロジ 東京都千代田区大手町２―６―２ 612 3.44

株式会社三菱東京UFJ銀行 東京都千代田区丸の内２―７―１ 532 2.99

株式会社南日本銀行 鹿児島県鹿児島市山下町１―１ 482 2.71

ドイチェバンクアーゲーロンド
ンピービーノントリティークラ
イアンツ613
(常任代理人　ドイツ証券株式会
社)

TAUNUSANLAGE 12, D-60325 FRANKFURT
AM MAIN, FEDERAL REPUBLIC OF GERMANY
 
(東京都千代田区永田町２―11―１)

443 2.49

計 ― 10,157 57.11

(注)　上記のほか当社所有の自己株式425千株(2.39％)があります。

 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現
在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

425,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

17,175,000
17,175 ―

単元未満株式
普通株式

184,580
― ―

発行済株式総数 17,784,580― ―

総株主の議決権 ― 17,175 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が10,000株(議決権10個)

含まれております。
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２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が380株含まれております。
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② 【自己株式等】

平成20年９月30日現
在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
㈱イーストンエレクトロ
ニクス

東京都中央区日本橋本石
町
三丁目３番10号

425,000― 425,000 2.39

計 ― 425,000― 425,000 2.39

(注)　

 

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

 

月別
平成20年
４月

 
５月

 
６月

 
７月

 
８月

 
９月

最高(円) 308 300 300 285 288 270

最低(円) 280 282 270 270 270 250

(注)　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

 

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平

成19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成20年

７月１日から平成20年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20

年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レ

ビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年9月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年3月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,168,915 1,667,143

受取手形及び売掛金 15,659,528 14,964,829

有価証券 40,115 40,044

商品 5,285,166 5,424,195

繰延税金資産 114,034 149,489

その他 413,834 961,080

貸倒引当金 △1,316 △1,316

流動資産合計 22,680,277 23,205,465

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,026,040 1,025,229

減価償却累計額 △622,718 △609,859

建物及び構築物（純額） 403,322 415,370

車両運搬具 38,924 45,523

減価償却累計額 △27,929 △31,684

車両運搬具（純額） 10,994 13,839

工具、器具及び備品 179,095 173,186

減価償却累計額 △136,444 △132,259

工具、器具及び備品（純額） 42,650 40,926

土地 1,337,584 1,337,584

有形固定資産合計 1,794,551 1,807,721

無形固定資産

ソフトウエア 56,243 63,190

電話加入権 8,056 8,056

無形固定資産合計 64,300 71,247

投資その他の資産

投資有価証券 787,864 788,507

敷金及び保証金 339,651 337,783

繰延税金資産 175,017 232,068

その他 182,624 362,389

貸倒引当金 △16,950 △70,950

投資その他の資産合計 1,468,208 1,649,799

固定資産合計 3,327,060 3,528,769

資産合計 26,007,337 26,734,234
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年9月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年3月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 10,364,341 10,526,357

未払法人税等 36,988 357,735

繰延税金負債 － 228

その他 483,574 714,007

流動負債合計 10,884,904 11,598,329

固定負債

長期預り保証金 43,619 43,619

退職給付引当金 53,539 31,950

役員退職慰労引当金 97,166 203,992

固定負債合計 194,325 279,562

負債合計 11,079,230 11,877,891

純資産の部

株主資本

資本金 3,433,100 3,433,100

資本剰余金 3,652,927 3,653,985

利益剰余金 7,954,941 7,919,648

自己株式 △96,943 △118,751

株主資本合計 14,944,025 14,887,981

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 44,947 43,776

為替換算調整勘定 △60,865 △75,415

評価・換算差額等合計 △15,917 △31,638

純資産合計 14,928,107 14,856,342

負債純資産合計 26,007,337 26,734,234
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年4月1日
 至 平成20年9月30日)

売上高 26,187,435

売上原価 23,948,660

売上総利益 2,238,775

販売費及び一般管理費

販売費及び一般管理費合計 ※
 2,006,507

営業利益 232,268

営業外収益

受取利息 7,103

仕入割引 1,002

受取賃貸料 5,086

販売手数料 23,945

開発支援収入 44,900

その他 31,958

営業外収益合計 113,997

営業外費用

支払利息 51

手形売却損 1,326

売上割引 1,446

為替差損 12,110

その他 4,227

営業外費用合計 19,162

経常利益 327,103

特別利益

貸倒引当金戻入額 8,900

保険解約返戻金 13,709

特別利益合計 22,609

特別損失

固定資産除却損 2,277

投資有価証券評価損 6,988

会員権評価損 4,191

特別損失合計 13,457

税金等調整前四半期純利益 336,255

法人税、住民税及び事業税 37,633

法人税等調整額 90,698

法人税等合計 128,332

四半期純利益 207,922
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自 平成20年7月1日
 至 平成20年9月30日)

売上高 13,647,520

売上原価 12,460,113

売上総利益 1,187,406

販売費及び一般管理費

販売費及び一般管理費合計 ※
 974,710

営業利益 212,696

営業外収益

受取利息 4,751

仕入割引 458

受取賃貸料 2,441

販売手数料 13,568

開発支援収入 29,827

その他 8,699

営業外収益合計 59,745

営業外費用

支払利息 35

手形売却損 1,145

売上割引 671

為替差損 2,597

その他 316

営業外費用合計 4,765

経常利益 267,677

特別利益

貸倒引当金戻入額 6,400

特別利益合計 6,400

特別損失

固定資産除却損 2,277

投資有価証券評価損 6,988

会員権評価損 4,191

特別損失合計 13,457

税金等調整前四半期純利益 260,619

法人税、住民税及び事業税 27,702

法人税等調整額 73,925

法人税等合計 101,627

四半期純利益 158,991
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年4月1日
 至 平成20年9月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 336,255

減価償却費 35,311

投資有価証券評価損益（△は益） 6,988

会員権評価損 4,191

有形固定資産除却損 294

無形固定資産除却損 1,983

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △106,826

貸倒引当金の増減額（△は減少） △8,900

退職給付引当金の増減額（△は減少） 21,589

支払利息 51

受取利息及び受取配当金 △11,621

保険解約返戻金 △13,709

売上債権の増減額（△は増加） △682,082

たな卸資産の増減額（△は増加） 139,994

その他の流動資産の増減額（△は増加） 547,209

仕入債務の増減額（△は減少） △143,661

その他の流動負債の増減額（△は減少） △224,888

その他 △22,221

小計 △120,043

利息及び配当金の受取額 11,621

利息の支払額 △51

法人税等の支払額 △355,948

営業活動によるキャッシュ・フロー △464,422

投資活動によるキャッシュ・フロー

従業員に対する長期貸付金の回収による収入 3,157

投資有価証券の取得による支出 △3,483

投資有価証券の売却による収入 12

有形固定資産の取得による支出 △16,810

有形固定資産の売却による収入 2,404

保険積立金の積立による支出 △1,203

保険積立金の解約による収入 139,522

会員権の売却による収入 2,500

その他 △13,837

投資活動によるキャッシュ・フロー 112,261

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △171,446

自己株式の純増減額（△は増加） △514

ストックオプションの行使による収入 21,266

財務活動によるキャッシュ・フロー △150,695
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（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年4月1日
 至 平成20年9月30日)

現金及び現金同等物に係る換算差額 4,700

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △498,156

現金及び現金同等物の期首残高 1,707,187

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,209,031
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

該当事項はありません。

 

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

１　連結の範囲に関する事項の変更

第１四半期連結会計期間から、新たに設立したEASTON ELECTRONICS(THAILAND)CO.,LTD.を連結の範囲に含

めております。

２　会計処理基準に関する事項の変更

棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

　「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号)を

第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、低価法から原価法(収益性の低下による簿価切

下げの方法)に変更しております。

　この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の売上総利益、営業利益、経常利

益及び税金等調整前四半期純利益が48百万円それぞれ増加しております。

 

【簡便な会計処理】

 

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

棚卸資産の評価方法

　当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高

を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、

簿価切下げを行う方法によっております。

 

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

該当事項はありません。

 

(四半期連結損益計算書関係)

 

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

(1) 役員報酬 102,384千円

(2) 給与及び賞与 883,907千円

(3) 退職給付費用 99,115千円

(4) 賃借料 203,433千円

(5) 減価償却費 35,311千円
　

 

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

(1) 役員報酬 48,452千円

(2) 給与及び賞与 430,882千円

(3) 退職給付費用 51,128千円

(4) 賃借料 102,363千円

(5) 減価償却費 17,913千円
　

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,168,915千円

有価証券(キャッシュ・リザーブ・

ファンド)

 

40,115千円

現金及び現金同等物 1,209,031千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月

１日　至　平成20年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 17,784,580

 

 

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 425,380

 

 

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

 

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年５月15
日
取締役会

普通株式 利益剰余金 172,630 10平成20年３月31日平成20年６月10日

 

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配

当の効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

 

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理

を行っておりますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べ

て著しい変動が認められないため、記載しておりません。

 

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著

しい変動がありません。

 

(デリバティブ取引関係)

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

 

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累

計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　当社及び連結子会社の事業は、従来、「電子部品関連事業」と「電子・電気機器関連事業」の２つ

のセグメントに区分しておりましたが、前連結会計年度において「電子・電気機器関連事業」の販

売が終息したため、「電子部品関連事業」のみの単一セグメントとなりました。従いまして、開示対

象となるセグメントはありませんので、記載を省略しております。

 

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

　全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。

 

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

 

 
日本
(千円)

アジア地域
(千円)

計(千円)
消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高      

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

23,667,6992,519,73626,187,435 ― 26,187,435

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

258,518 198,770 457,289(457,289) ―

計 23,926,2172,718,50726,644,725(457,289)26,187,435

営業利益 120,719 107,625 228,344 3,923 232,268

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　　アジア地域………香港、シンガポール、中国、マレーシア、タイ、台湾、ベトナム他
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【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)
 

 アジア地域 計

海外売上高(千円) 3,819,543 3,819,543

連結売上高(千円) ― 13,647,520

連結売上高に占める
海外売上高の割合(％)

28.0 28.0

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　　アジア地域………香港、シンガポール、中国、マレーシア、タイ、台湾、ベトナム他

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

 

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)
 

 アジア地域 計

海外売上高(千円) 7,273,942 7,273,942

連結売上高(千円) ― 26,187,435

連結売上高に占める
海外売上高の割合(％)

27.8 27.8

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　　アジア地域………香港、シンガポール、中国、マレーシア、タイ、台湾、ベトナム他

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

 

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

  

 859円95銭

  

 860円59銭

 

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 14,928,107 14,856,342

普通株式に係る純資産額(千円) 14,928,107 14,856,342

差額の主な内訳   

　該当事項はありません。 ― ―

普通株式の発行済株式数(株) 17,784,580 17,784,580

普通株式の自己株式数(株) 425,380 521,540

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通
株式の数(株)

17,359,200 17,263,040

 

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　第２四半期連結累計期間

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　
  至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益 12円01銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 12円00銭

 

(注)　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益算定上の基礎

項目
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
  至　平成20年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益
(千円)

207,922

普通株式に係る四半期純利益(千円) 207,922

普通株主に帰属しない金額の内訳(千円)  

　該当事項はありません。 ―

普通株式の期中平均株式数(株) 17,314,320

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算
定に用いられた普通株式増加数 (株)

11,990

普通株式増加数(株) 11,990
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　第２四半期連結会計期間

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日　
  至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益 ９円17銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ９円16銭

 

(注)　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益算定上の基礎

項目
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
  至　平成20年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益
(千円)

158,991

普通株式に係る四半期純利益(千円) 158,991

普通株主に帰属しない金額の内訳(千円)  

　該当事項はありません。 ―

普通株式の期中平均株式数(株) 17,345,600

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算
定に用いられた普通株式増加数 (株)

3,851

普通株式増加数(株) 3,851

 

(重要な後発事象)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日　
  至　平成20年９月30日)

　当社は平成20年10月24日開催の取締役会において、株式会社ルネサスデバイス販売との合併に関する基本合意

書を締結することを決議し、合併に関する基本合意書を締結いたしました。

 

(1) 吸収合併の相手会社に係わる事項

　①　商号：株式会社ルネサスデバイス販売

　②　本店所在地：東京都千代田区丸の内一丁目８番２号

　③　代表者の氏名：代表取締役社長　宝田重夫

　④　資本金：450,000千円

　⑤　純資産の額：3,909,624千円

　⑥　総資産の額：18,435,866千円

　⑦　事業の内容：半導体素子、集積回路、表示デバイス、その他電子部品並びに開発装置等の電子応用機器の販

売、ソフトウエアの開発、サポート、設計及びコンサルティング　他

　⑧　大株主及び持株比率：株式会社ルネサス販売　100％
　

　⑨　最近３年間の業績

(単位：千円)

決算期 平成18年３月期 平成19年３月期 平成20年３月期

売上高 58,049,539 52,462,792 54,128,583

営業利益 824,868 799,416 269,542

経常利益 932,066 1,061,591 482,050

当期純利益 515,488 590,100 244,480
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　⑩　提出会社との間の資本関係、人的関係及び取引関係

イ．資本関係　株式会社ルネサスデバイス販売の親会社である株式会社ルネサステクノロジは当社の株式の

3.44％を保有しております。

ロ．人的関係　当社は、株式会社ルネサスデバイス販売の親会社である株式会社ルネサステクノロジから出

向者４名を受入れております。

ハ．取引関係　当社は、株式会社ルネサスデバイス販売の親会社である株式会社ルネサス販売との間に商品

の売買取引があります。

ニ．関連当事者への該当状況　該当事項はありません。
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当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日　
  至　平成20年９月30日)

(2) 合併の目的

当社とルネサスデバイス販売は、激化する業界の中で、今まで以上にお客様のニーズを先取りして、半導体

・電子部品商社としての存在感を示す必要があるとの結論にいたり経営統合について協議してまいりまし

た。その結果、両社の得意先は競合先が少なく、戦略的な分野である自動車関連分野、産業分野及びアミュー

ズメント分野への更なる深耕が図れると共に、ルネサスデバイス販売の海外進出顧客へのサービス提供と当

社の技術部門を最大限に活用することで技術サポート力の強化が図れます。更に当社はルネサステクノロジ

から直接製品の仕入れが可能となることから今まで以上にルネサステクノロジとの連携強化による販売力

増強が実現できます。また、デジタルコンシューマー向け新規顧客の開拓、海外ビジネスの強化、新規商材の

拡充や顧客新分野の開拓、新たな事業の立ち上げ、取扱い商品の多角化等の事業拡大により、より一層の経営

基盤の強化につながります。併せて両社の人材、ノウハウ及び財務力などの経営資源の最適活用と管理部門

の統合による効率向上で、一層の収益確保を図ることが可能との共通認識に至りました。そのためには両社

が一体となって、お互いの経営資源及びノウハウを有効活用することにより、企業価値を向上させることが

できる合併が最善であると判断いたしました。

今後、両社の歴史や文化を尊重しつつ、対等の精神で経営統合を推進していくことで、早期に統合メリット

を最大限に発揮できるものと確信しております。

 

(3) 当該合併の方法、合併に係る割当の内容

　①　合併の方法

　　　　株式会社イーストンエレクトロニクスを存続会社とする吸収合併方式で、株式会社ルネサスデバイス販売は

解散します。

　②　合併の日程

基本合意書承認取締役会(両社)　　　平成20年10月24日

基本合意書締結　　　　　　　　　　平成20年10月24日

合併承認臨時株主総会基準日　　　　平成20年12月４日

合併契約承認取締役会(両社)　　　　平成21年１月下旬(予定)

合併契約書締結　　　　　　　　　　平成21年１月下旬(予定)

合併契約承認臨時株主総会(両社)　　平成21年２月下旬(予定)

合併期日(効力発生日)　　　　　　　平成21年４月１日(予定)

商号変更日　　　　　　　　　　　　平成21年４月１日(予定)

合併登記　　　　　　　　　　　　　平成21年４月１日(予定)

　　　　なお、今後、合併手続きを進める中で合併の実行に支障をきたす重大な事由が生じた場合には、両社協議の上

日程、手続き、条件等を変更する場合があります。
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当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日　
  至　平成20年９月30日)

 
　③　合併に係る割当の比率

会社名 当社 株式会社ルネサスデバイス販売

合併比率 1 7.3

　(注１) 株式会社ルネサスデバイス販売の普通株式１株に対し、当社の普通株式7.3株を割り当てます。
　(注２) 本合併に際し、当社はその保有する自己株式を合併による株式の割当に充当する予定です。した

がいまして、合併により発行する新株式数は、6,570,000株から当社が保有する自己株式数
425,380株を控除した株数6,144,620株となります。ただし、合併契約書締結までに、当社が保有
する自己株式数に変更が生じる可能性があります。

 

(4) 当該吸収合併の後の吸収合併存続会社となる会社の商号、主な事業の内容、本店の所在地、代表者の役職・氏

名、資本金の額、総資産の額、純資産の額

　合併後の状況

①　商号 株式会社ルネサスイーストン

(英文表記：Renesas Easton Co., Ltd.)

(合併の効力発生日をもって商号変更の予定)

②　主な事業内容
集積回路・半導体素子・表示デバイス及びその他の電子部品・機器等の販

売、ソフトウエア開発及び電子機器の開発・設計　他

③　本店所在地 東京都千代田区神田司町二丁目１番地

④　代表者 代表取締役社長　大　谷　浩　美

⑤　資本の額 未定

⑥　総資産 未定

⑦　純資産 未定
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

平成20年11月６日

株式会社イーストンエレクトロニクス

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　鈴　　木　　一　　夫　　印

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　北　　川　　卓　　哉　　印

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　加　　藤　　敦　　貞　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

株式会社イーストンエレクトロニクスの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度

の第２四半期連結会計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期

間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸

借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを

行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等

に対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国におい

て一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定さ

れた手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社イーストンエレクトロニ

クス及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期

間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状

況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

追記情報

重要な後発事象に記載されているとおり、会社と株式会社ルネサスデバイス販売は合併に関する基

本合意書を締結した。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

EDINET提出書類

株式会社イーストンエレクトロニクス(E02785)

四半期報告書

34/35



 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半

期報告書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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